
子
ど
も
の
発
達
状
況
を
確
認

出
生
時
に
は
、
保
健
師
や
助
産
師
が
、

新
生
児
や
未
熟
児
の
訪
問
を
行
い
、
母
子

の
健
康
状
態
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

発
達
の
節
目
で
あ
る
１
歳
８
カ
月
と
３

歳
６
カ
月
の
子
ど
も
に
は
、
乳
幼
児
健
康

診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
診
査
の
内
容
は
、
身
体
計
測
、
内

科
・
歯
科
診
察
、
歯
や
栄
養
の
相
談
、
保

健
師
に
よ
る
問
診
な
ど
で
す
。

１
歳
ま
で
は
、
授
乳
や
離
乳
食
、
睡
眠

と
い
っ
た
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
が
多
い

一
方
で
、
１
歳
８
カ
月
健
康
診
査
以
降
は
、

次
の
よ
う
な
相
談
が
増
え
て
き
ま
す
。

⃝

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
勝
手
に

走
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
。

⃝

他
の
子
と
比
べ
る
と
言
葉
が
少
な
い
よ

う
に
思
う
。

⃝
人
見
知
り
や
場
所
見
知
り
が
強
い
。

⃝
集
団
で
の
行
動
が
苦
手
。

こ
れ
ら
の
不
安
や
悩
み
事
は
発
達
と
関

連
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
保
健
師

が
家
で
の
生
活
状
況
の
聞
き
取
り
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
積
み
木
や
絵
カ
ー
ド
を
使
っ
て

子
ど
も
の
発
達
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
上
で
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
の
助

０
歳
～
３
歳
６
カ
月

年
代
別
の
発
達
相
談

▲乳幼児健康診査（３歳６カ月）の様子

言
や
、
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
を
促
す
た

め
、
の
び
の
び
教
室
な
ど
を
紹
介
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

保
護
者
の
困
り
感
が
強
か
っ
た
り
、
子

ど
も
の
行
動
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
り
す
る
場
合
は
、
よ
り
詳
し
く
子
ど
も

の
発
達
状
況
を
確
認
す
る
た
め
発
達
相
談

を
紹
介
し
ま
す
。

市
で
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
心
身
の
成
長
・
発
達
を
願
い
、
保
健
師
や
発
達
相
談
員

な
ど
専
門
職
員
が
０
歳
～
18
歳
ま
で
年
代
に
応
じ
た
発
達
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

特集　じぶんいろ

発
達
相
談
の
支
援
体
制

のびのび教室で遊ぶ親子

０
歳
～
３
歳
６
カ
月

のびのび教室
「言葉を話し始めるのがゆっくり」「ちょっと
落ち着きがない」などの特徴を持つ子どもと保護
者を対象に、子どもたちが主人公になる活動を実
施する親子教室です。

出生乳児健診８カ月あそび
の教室

10カ月児
健康相談

１歳８カ月児健
康診査・相談

３歳６カ月児健
康診査・相談

のびのび教室
子ども一人ひとりの発達に応じた適切な保育が
できるように検討します。

障がい乳幼児療育検討委員会

発達に支援の必要な市内在住の子ども（満２
歳児～就学前まで）の成長・発達を手助けする
児童発達支援事業所です。
保育時間　月曜日～金曜日　９:00～15:30

発達に支援の必要な子ども（満２歳児～就学
前まで）の成長・発達を手助けする児童発達支
援センターです。送迎バスなどもあります。
保育時間　月曜日～金曜日　９:00～15:15

たんぽぽ園（市立） つくしんぼ園（私立）

健康相談および家庭訪問
経過観察が必要な子どもについて相談や家庭訪問
を行います。
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集
団
生
活
で
の
特
性

子
ど
も
は
普
段
の
家
庭
の
生
活
で
は
気

に
な
る
行
動
を
し
て
い
な
く
て
も
、
集
団

生
活
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
気
に

な
る
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
落
ち
着
か
ず
に
つ
い
動
い
て
し
ま

う
」
「
友
だ
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
い
か
な
い
」
「
自
分
の
思
い

を
伝
え
ら
れ
ず
に
か
た
ま
っ
て
し
ま
う
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
特
性
が
あ
り
ま
す
。

園
で
の
発
達
相
談
の
流
れ

保
育
園
、
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
な
ど
に

通
園
し
て
い
る
子
ど
も
は
、
園
か
ら
保
護

者
へ
発
達
相
談
を
勧
め
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。発

達
相
談
を
受
け
る
前
に
は
、
保
護
者

と
保
育
者
か
ら
家
庭
で
の
様
子
や
、
園
で

の
様
子
を
書
面
で
教
え
て
も
ら
い
、
改
め

て
園
で
の
様
子
を
観
察
後
、
発
達
検
査
を

行
い
ま
す
。
基
本
的
に
園
児
の
発
達
検
査

は
、
保
護
者
と
保
育
者
が
同
席
の
も
と
30

分
ほ
ど
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
保
護
者
・
保
育
者
・
発
達
相

談
員
で
、
検
査
結
果
と
事
前
に
教
え
て
も

ら
っ
た
普
段
の
様
子
を
基
に
、
現
在
の
発

達
状
況
や
悩
み
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
内
容
に
合
わ
せ
て
、

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園

小
・
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校

よ
り
良
い
関
わ
り
方
を
考
え
る

就
学
前
に
発
達
相
談
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
の
場
合
は
、
発
達
状
況
の
経
過
を
確

認
し
、
保
護
者
・
発
達
相
談
員
・
教
員
が
、

よ
り
良
い
関
わ
り
方
に
つ
い
て
相
談
し
、

共
通
の
認
識
を
持
ち
ま
す
。
ま
た
、
今
ま

で
発
達
相
談
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
く
て

も
、
学
習
や
周
り
の
人
と
の
関
係
な
ど
を

相
談
し
た
い
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
学
校
を
通
じ
て
、
学
校
教
育

課
へ
申
請
し
、
発
達
相
談
員
が
学
校
な
ど

を
訪
問
し
、
子
ど
も
の
状
態
を
捉
え
、
保

護
者
や
教
員
と
懇
談
し
ま
す
。

さ
さ
い
な
こ
と
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
の
こ
と
、
特

性
の
こ
と
な
ど
、
お
悩
み
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
３
ー
０
０
３
９

※
発
達
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
次
の

機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
保
育
園
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
児

の
発
達
相
談
に
関
す
る
こ
と

通
園
す
る
園
の
園
長
ま
た
は
担
任

◦
小
・
中
学
生
の
発
達
相
談
に
関
す

る
こ
と

通
学
す
る
学
校
の
担
任
な
ど

特集　じぶんいろ

発達相談、園・学校訪問

友だちとの関係性を築いたり、
学習を進めたりする上で、困って
いることについて、子どもの発達
を捉えながら、保護者の思いや家
庭・園・学校での様子を伺います。
保護者と園・学校が発達相談員
と一緒に、子どものより良い支援
について考える機会です。
市では、平成12年から発達相
談員を配置し、現在、２人の発達
相談員と一部委託をしながら発達
相談を行なっています。

小・中学校、特別支援学校

双方向の関わり 成長・発達などによる進路凡例

保育園・こども園・幼稚園

発達が少し緩やかな伊都・橋本地域の子ども
を対象とした保育・療育を行う教室です。
子どもの発達状況を踏まえて、それぞれの子
どもたちに合った環境で、いろいろな遊びを楽
しみながら発達を保障します。毎日通園や親子
通園などがあります。

発達を支援する教室
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